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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】建物の外側への突出を抑制することで落雪を防
止し、建物本来のデザインを阻害しない優れたデザイン
性を有するとともに、屋根やパラペットの損傷を防止し
つつ屋根に強固に固定することのできる無落雪屋根用太
陽光パネル架台を提供する。
【解決手段】太陽光パネル２０を設置する架台本体２と
、無落雪屋根１０上に横架された横架材３と、この横架
材３の両端部をパラペット１０２ａ、ｂに固定する横架
材固定具４と、横架材３を支持する複数の横架材支持具
５とを有し、横架材固定具４が、パラペット１０２ａ、
ｂの破風１０３に沿って固定される固定部と、この固定
部からパラペット１０２ａ、ｂの上方に向けて延設され
る屈曲部と、この屈曲部からパラペット１０２ａ、ｂの
上面に沿って屋根１０１側に延設される水平部と、この
水平部よりも上方の所定の高さで延設される連結部とを
有する。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　屋根の外縁に沿ってパラペットが設けられた無落雪屋根に太陽光パネルを設置するため
の無落雪屋根用太陽光パネル架台であって、
　前記太陽光パネルを設置する架台本体と、一方の屋根外縁に設けられた前記パラペット
から他方の対向位置にある屋根外縁に設けられた前記パラペットまで前記無落雪屋根上に
横架されて前記架台本体を支持する横架材と、この横架材の両端部を前記パラペットに固
定する横架材固定具と、前記無落雪屋根上で前記横架材を支持する複数の横架材支持具と
を有し、
　前記横架材固定具が、前記パラペットの破風に沿って固定される固定部と、この固定部
から前記パラペットの上方に向けて延設されるとともに前記パラペットの角部形状に沿っ
て屈曲される屈曲部と、この屈曲部から前記パラペットの上面に沿って屋根側に延設され
る水平部と、この水平部よりも上方の所定の高さで延設されるとともにその上端に前記横
架材の端部が連結される連結部とを有する、無落雪屋根用太陽光パネル架台。
【請求項２】
　前記横架材固定具の前記水平部と前記パラペットとの間に緩衝材を配置してなる、請求
項１に記載の無落雪屋根用太陽光パネル架台。
【請求項３】
　前記横架材支持具は、無落雪屋根のハゼ部を両側から挟持する一対の挟持脚部材と、前
記挟持脚部材の上方に設けられて前記横架材を支持する支持柱とを有しており、前記一対
の挟持脚部材は、互いの上端部を面接触させて締結部材により締め付けられることによっ
て互いの下端部間において前記ハゼ部を挟持する、請求項１または請求項２に記載の無落
雪屋根用太陽光パネル架台。
【請求項４】
　前記挟持脚部材の一対の下端部は、互いに向かい合う略水平状の水平板部を有しており
、互いの対向面において前記ハゼ部を挟持するとともに、前記水平板部の下面を前記屋根
に面接触させて前記横架材を支持する、請求項３に記載の無落雪屋根用太陽光パネル架台
。
【請求項５】
　前記挟持脚部材と前記支持柱との間には、屋根の傾斜に合わせて支持角度を調整するた
めの角度調整板が設けられており、一対の前記挟持脚部材の上端部には前記締結部材を挿
通させる少なくとも２つの挿通孔が略平行に形成されており、
　前記角度調整板には、一方の前記挿通孔が連通される連通孔と、他方の前記挿通孔が連
通されるとともに一方の前記連通孔を中心として円弧状に形成された円弧状連通孔とが形
成されている、請求項３または請求項４に記載の無落雪屋根用太陽光パネル架台。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、屋根の外縁に沿ってパラペットが設けられた無落雪屋根において、屋根にビ
ス留め等の穴を設けることなく設置可能な無落雪屋根用太陽光パネル架台に関するもので
ある。
【背景技術】
【０００２】
　一般的な無落雪屋根１０は、図１２に示すように、緩傾斜に形成された屋根１０１と、
この屋根１０１の外縁に沿って設けられた落雪を防止するためのパラペット１０２とを有
している。この無落雪屋根１０において、屋根１０１上に直接太陽光パネル２０を固定し
た場合、前記太陽光パネル２０の受光面が略水平方向に設けられてしまう。そのため、受
光面に対する太陽光の入射角度が浅くなり、発電効率が低くなるという問題がある。また
、降雪地域においては、雪が前記太陽光パネル２０上に堆積して発電されなくなるという
問題もある。
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【０００３】
　これらの問題を解決するため、従来、無落雪屋根では、太陽光の入射角度や雪の滑落し
易さ等を考慮した太陽光パネル架台を設け、その上に太陽光パネルが設置されている。
【０００４】
　しかし、前記太陽光パネル架台は、屋根にビス留めされて固定されているため、ビス留
めの穴から雨水が浸入し雨漏りを生じさせるといった新たな問題が生じている。そこで、
これまでに、無落雪屋根において屋根にビス留め等の穴を設けることなく太陽光パネル架
台を固定する構造に関する考案が提案されている。
【０００５】
　例えば、特開２００８－７５３４６号公報では、外壁の外側から壁縦材に対してネジ止
めされる支持部材と、ソーラーパネル架台に固定されるとともに先端がパラペットの外方
に突出するアーム部材と、このアーム部材の先端部に配置した位置調整用アジャスタと、
前記支持部材と前記位置調整用アジャスタとを連結する吊張材とを有するソーラーパネル
架台の固定構造が提案されている（特許文献１）。この特許文献１の記載によれば、前記
ソーラーパネル架台を優れた強度特性を有する壁縦材で支持させることにより、架台の支
持強度を長期間保証することができるとされている。
【０００６】
　また、実用新案登録第３１６０５６５号公報では、対向するパラペットに、横架材の両
端部が横架して載置されるとともに、前記両端部がパラペットの上端部に締結具を介して
固定されており、前記横架材の中間部の下端には、脚部の上端が着脱自在または回転自在
に取り付けられ、その脚部の下端がプレートおよび弾性マットを介して屋根面に仮載置さ
れる、ソーラパネル架台の設置構造が提案されている（特許文献２）。この特許文献２の
記載によれば、横架材と屋根面との間に広い空間を形成することができるため、架台をそ
のままにして、屋根の葺替え、修理、防水処理を行えることができるとされている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００８－７５３４６号公報
【特許文献２】実用新案登録第３１６０５６５号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、特許文献１に記載された考案においては、支持部材、アーム部材および
吊張材等が建物から外に大きく張り出しており、建物外から見上げた場合に視認され易く
、かつ不格好である。つまり、当該考案は、建物本来のデザインを阻害してしまい、デザ
イン性を重視する施主や設計者にとって採用しづらい構成であって、一般的に普及するに
は至っていない。また、建物の外にある部材には雪が積もりやすく、落雪のおそれがある
ため安全上の問題もある。
【０００９】
　また、特許文献２に記載された考案においては、架台は風力などによって水平方向の引
張力を生じさせるが、横架材を締結する締結具の締結方向と、横架材によって引っ張られ
る引張方向とが直交しているため、締結具が横架材による引張力に耐えられなくなったり
、パラペットを損傷させるという問題がある。また、横架材を支持する脚部は屋根に固定
されていないため、外れ易いといった問題もある。
【００１０】
　本考案は、このような問題点を解決するためになされたものであって、建物の外側への
突出を抑制することで落雪を防止し、建物本来のデザインを阻害しない優れたデザイン性
を有するとともに、屋根やパラペットの損傷を防止しつつ屋根に強固に固定することので
きる無落雪屋根用太陽光パネル架台を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
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【００１１】
　本考案に係る無落雪屋根用太陽光パネル架台は、屋根の外縁に沿ってパラペットが設け
られた無落雪屋根に太陽光パネルを設置するための無落雪屋根用太陽光パネル架台であっ
て、前記太陽光パネルを設置する架台本体と、一方の屋根外縁に設けられた前記パラペッ
トから他方の対向位置にある屋根外縁に設けられた前記パラペットまで前記無落雪屋根上
に横架されて前記架台本体を支持する横架材と、この横架材の両端部を前記パラペットに
固定する横架材固定具と、前記無落雪屋根上で前記横架材を支持する複数の横架材支持具
とを有し、前記横架材固定具が、前記パラペットの破風に沿って固定される固定部と、こ
の固定部から前記パラペットの上方に向けて延設されるとともに前記パラペットの角部形
状に沿って屈曲される屈曲部と、この屈曲部から前記パラペットの上面に沿って屋根側に
延設される水平部と、この水平部よりも上方の所定の高さで延設されるとともにその上端
に前記横架材の端部が連結される連結部とを有する。
【００１２】
　また、本考案の一態様として、前記横架材固定具の前記水平部と前記パラペットとの間
に緩衝材を配置してもよい。
【００１３】
　さらに、本考案の一態様として、前記横架材支持具は、無落雪屋根のハゼ部を両側から
挟持する一対の挟持脚部材と、前記挟持脚部材の上方に設けられて前記横架材を支持する
支持柱とを有しており、前記一対の挟持脚部材は、互いの上端部を面接触させて締結部材
により締め付けられることによって互いの下端部間において前記ハゼ部を挟持するように
してもよい。
【００１４】
　また、本考案の一態様として、前記挟持脚部材の一対の下端部は、互いに向かい合う略
水平状の水平板部を有しており、互いの対向面において前記ハゼ部を挟持するとともに、
前記水平板部の下面を前記屋根に面接触させて前記横架材を支持するようにしてもよい。
【００１５】
　さらに、本考案の一態様として、前記挟持脚部材と前記支持柱との間には、前記挟持脚
部材と前記支持柱との間には、屋根の傾斜に合わせて支持角度を調整するための角度調整
板が設けられており、一対の前記挟持脚部材の上端部には前記締結部材を挿通させる少な
くとも２つの挿通孔が略平行に形成されており、前記角度調整板には、一方の前記挿通孔
が連通される連通孔と、他方の前記挿通孔が連通されるとともに一方の前記連通孔を中心
として円弧状に形成された円弧状連通孔とが形成されていてもよい。
【考案の効果】
【００１６】
　本考案によれば、建物の外側への突出を抑制することで落雪を防止し、建物本来のデザ
インを阻害しない優れたデザイン性を有するとともに、屋根やパラペットの損傷を防止し
つつ屋根に強固に固定することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本考案に係る無落雪屋根用太陽光パネル架台の一実施形態を屋根に設置した状態
を示す斜視図である。
【図２】本実施形態の無落雪屋根用太陽光パネル架台を無落雪屋根に設置した状態を示す
側面図である。
【図３】本実施形態の架台本体に太陽光パネルを設置した状態を示す正面図である。
【図４】本実施形態における横架材固定具を示す側面図である。
【図５】本実施形態における横架材固定具を示す正面図である。
【図６】本実施形態における横架材固定具をパラペットの破風に設置した状態を示す側面
図である。
【図７】本実施形態における横架材固定具の連結部に設けられるＬ字部材の（ａ）正面図
、（ｂ）側面図および（ｃ）平面図を示す図である。
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【図８】本実施形態における横架材支持具の一対の挟持脚部材および角度調整板を組み立
てた状態を示す（ａ）正面図、（ｂ）側面図および（ｃ）平面図である。
【図９】本実施形態における横架材支持具をハゼ部に挟持させた状態を示す正面図である
。
【図１０】本実施形態における角度調整板を示す側面図である。
【図１１】本実施形態の架台設置方法を示すフローチャートである。
【図１２】一般的な無落雪屋根とこの無落雪屋根に直接太陽光パネルを設置した場合の状
態を示す斜視図である。
【考案を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本考案に係る無落雪屋根用太陽光パネル架台１および架台設置方法の一実施形態
について図面を用いて説明する。
【００１９】
　本実施形態における無落雪屋根用太陽光パネル架台１は、図１に示すように、屋根１０
１の外縁に沿ってパラペット１０２が設けられた無落雪屋根１０に太陽光パネル２０を設
置するためのものであり、前記太陽光パネル２０を設置する架台本体２と、一方の前記パ
ラペット１０２ａから他方の対向位置にある前記パラペット１０２ｂまで前記無落雪屋根
１０上に横架される横架材３と、これら横架材３の両端部を前記パラペット１０２ａ，１
０２ｂの破風１０３に固定する横架材固定具４と、前記横架材３を支持する複数の横架材
支持具５とを有する。以下、各構成について説明する。
【００２０】
　架台本体２は、太陽光パネル２０を設置する架台であり、主に、Ｃ型鋼、角鋼管、円鋼
管、アングル材等、様々な棒状の鋼材等を組み合わせて形成されるものである。本実施形
態における架台本体２は、図２に示すように、横架材３に固定されるベース材２１と、こ
のベース材２１や前記横架材３に立設される支柱材２２と、この支柱材２２の上端部に固
定されるとともに設置場所の緯度や経度、雪の滑落し易い角度等を考慮した適当な角度に
傾斜している傾斜材２３と、構造的な補強を行うための筋交い等の補強材２４とを有する
。
【００２１】
　前記ベース材２１、前記支持材２２、前記傾斜材２３および前記補強材２４等は、ボル
トおよびナット等の締結部材または溶接等によって組み立てられ、図２および図３に示す
ように、前記傾斜材２３の上に太陽光パネル２０が設置できるようになっている。
【００２２】
　なお、架台本体２は、棒状の鋼材によって構成されるものに限定されるものではなく、
板材等の太陽光パネル２０を支持可能な剛性を有するものから適宜選択してもよい。
【００２３】
　横架材３は、前記無落雪屋根１０上の屋根１０１の葺き替え等の作業が可能な程度の高
さ位置において前記架台本体２を支持するためのものであり、一方のパラペット１０２ａ
から他方の対向位置にあるパラペット１０２ｂまで横架可能な長さの鋼材で構成されてい
る。本実施形態における横架材３は、複数のＣ型鋼をボルトおよびナット等の締結部材を
用いて直列状に連結することで構成されている。
【００２４】
　なお、横架材３は、Ｃ型鋼を用いたものに限定されるものではなく、角鋼管、円鋼管、
アングル材等、架台本体２および太陽光パネル２０を支持可能な剛性を有するものから適
宜選択してもよい。
【００２５】
　横架材固定具４は、横架材３を支持するものであり、図４に示すように、前記パラペッ
ト１０２の破風１０３に沿って固定される固定部４１と、この固定部４１から前記パラペ
ット１０２の上方に延設される屈曲部４２と、この屈曲部４２から前記パラペット１０２
の上面に沿って屋根１０１側に延設される水平部４３と、この水平部４３よりも上方の所
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定の高さで延設されるとともにその上端に前記横架材３の端部を連結する連結部４４とを
有する。本実施形態における横架材固定具４は、主に、縦長の板材を適宜屈曲させること
で各部を形成している。以下、横架材固定具４の各部についてより詳細に説明する。
【００２６】
　固定部４１は、建物１００から外側への突出部分を小さくするデザインにするとともに
雨漏りを防止するため、屋根１０１やパラペット１０２の上端部ではなくパラペット１０
２の外側面である破風１０３に固定される部分である。本実施形態における固定部４１は
、縦長に形成された板材であり、図５に示すように、上下２箇所で前記破風１０３にビス
留めさせるための下孔４５，４５が形成されている。
【００２７】
　屈曲部４２は、建物１００から外側への突出部分を小さくするとともに前記パラペット
１０２の角部を破損させないようにするために、前記固定部４１から上方に向けて延設さ
せ、前記パラペット１０２の角部形状に沿って屈曲された部分である。本実施形態におけ
る屈曲部４２は、図６に示すように、前記パラペット１０２の角部において略水平方向に
突出されたハゼ部１０４を避けるように縦断面が略コの字状となるように屈曲形成されて
いる。
【００２８】
　水平部４３は、前記架台本体２や前記横架材３等を建物１００外から見上げた場合に視
認しずらくするため、前記屈曲部４２から前記パラペット１０２の上面に沿って屋根１０
１側に延設された部分である。本実施形態では、前記水平部４３と前記パラペット１０２
との間には、板ゴム等によって形成された緩衝材６が配置されており、前記架台本体２や
前記横架材３等による垂直方向の荷重を支持するとともに、前記パラペット１０２の上端
部の損傷を防止している。
【００２９】
　連結部４４は、上述のとおり、前記横架材３を前記パラペット１０２よりも高く、かつ
前記無落雪屋根１０上の屋根１０１の葺き替え等の作業が可能な程度の高さで支持する部
分である。本実施形態における連結部４４は、前記水平部４３の先端から上方に向けて屈
曲させることで延設されている垂直部４４１と、この垂直部４４１に固定されるＬ字状に
屈曲されたＬ字部材４４２とからなる。図示しないが、前記垂直部４４１には、前記Ｌ字
部材をボルトおよびナットによって固定するための貫通孔が縦方向に２つ形成されている
。
【００３０】
　また、Ｌ字部材４４２の各面には、図７に示すように、幅方向または長手方向に長く形
成された長孔４４３が形成されており、ボルトおよびナット等の締結部材によって前記横
架材３を固定する際に、垂直方向および水平方向に対して微調整ができるようになってい
る。
【００３１】
　なお、本実施形態におけるＬ字部材４４２は、垂直部４４１と別体に形成されているが
、垂直部４４１の上端から略水平方向に延設されるように一体的に形成してもよい。
【００３２】
　つぎに、横架材支持具５について説明する。横架材支持具５は、前記パラペット１０２
等にかかる前記架台本体２や前記横架材３等による荷重負担を軽減するため、前記横架材
３を下方から安定的に支持するものであり、図８および図９に示すように、一対の挟持脚
部材５１，５１と、これら挟持脚部材５１，５１と前記横架材３とを連結する支持柱５２
と、前記挟持脚部材５１，５１と前記支持柱５２との相対的な角度を調整する角度調整板
５３とを有する。
【００３３】
　一対の挟持脚部材５１，５１は、無落雪屋根１０の屋根１０１において上方に向けて凸
状に形成されたハゼ部１０４を両側から挟持するものである。本実施形態における挟持脚
部材５１は、板材を適宜屈曲させることで形成されており、略水平に形成される水平板部
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５１１と、この水平板部５１１から上方に向けて所定の角度で屈曲された傾斜部５１２と
、この傾斜部５１２の上端から上方に略垂直状に屈曲された上端部５１３とを有する。つ
まり、本実施形態における挟持脚部材５１は、板材を水平板部５１１と傾斜部５１２との
境界および傾斜部５１２と上端部５１３との境界の２箇所で折り曲げ加工することにより
安価に製造される。以下、挟持脚部材５１の各部についてより詳細に説明する。
【００３４】
　水平板部５１１は、略矩形状に形成されており、略直線状の端部において前記ハゼ部１
０４を挟持するとともに、下面を屋根１０１に面接触させることで安定的に前記横架材３
を支持する部分である。
【００３５】
　傾斜部５１２は、前記水平板部５１１の外側を上方に屈曲させ、所定の鋭角状に傾斜さ
せた部分である。本実施形態では、図９に示すように、前記水平板部５１１が前記ハゼ部
１０４に挟持された場合に、前記水平板部５１１の下面が屋根１０４に面接触する角度に
なるように、図８に示すように、前記ハゼ部１０４の幅に応じて、前記水平板部５１１の
端部側が水平より若干上向きになるように屈曲されている。
【００３６】
　上端部５１３は、前記傾斜部５１２の上端から上方に向けて略垂直状に形成された部分
であり、角度調整板５３にボルトおよびナット等の締結部材を挿通させる少なくとも２つ
の挿通孔（図示しない）が略平行に形成されている。
【００３７】
　角度調整板５３は、一対の挟持脚部材５１，５１と支持柱５２との間に設けられるもの
であり、本実施形態では、一対の挟持脚部材５１，５１の上端部５１３，５１３によって
挟持されるようになっている。また、角度調整板５３には、図１０に示すように、前記挟
持脚部材５１の上端部５１３における一方の挿通孔に連通される連通孔５３１と、他方の
挿通孔に連通されるとともに一方の前記挿通孔を中心として円弧状に形成された円弧状連
通孔５３２とが形成されている。また、角度調整板５３の上部は、略コの字形に屈曲され
ており、上面部分には支持柱５２を挿通させるための挿通孔５３３が形成されている。
【００３８】
　支持柱５２は、外周に雄ネジが形成されたねじ棒であり、前記角度調整板５３に設けら
れた挿通孔５３３および前記横架材３に設けられた挿通孔（図示しない）に挿通されると
ともに、所定の位置においてナットによって挟持することで固定されるようになっている
。
【００３９】
　つぎに、本実施形態の架台設置方法について説明する。本実施形態の架台設置方法は、
図１１に示すように、横架材固定具４をパラペット１０２の破風１０３に固定する横架材
固定具設置工程と、前記横架材固定具４に横架材３を設置する横架材設置工程と、複数の
前記横架材支持具５，５・・・を設置する横架材支持具設置工程と、前記横架材３の上に
前記架台本体２を設置する架台本体設置工程とを有する。
【００４０】
　横架材固定具設置工程は、前記横架材固定具４を一方の屋根１０１外縁に設けられた前
記パラペット１０２ａの破風１０３および他方の対向位置にある屋根１０１外縁に設けら
れた前記パラペット１０２ｂの破風１０３に固定する工程である。具体的には、図６に示
すように、パラペット１０２の上部に緩衝材６を配置し、その上に前記横架材固定具４の
水平部４３を載置し、ビス等によって固定部４１を前記パラペット１０２の破風１０３に
固定する。
【００４１】
　横架材設置工程は、無落雪屋根１０上に前記横架材３を横架させて両端部を前記横架材
固定具４の前記連結部４４に連結する工程である。本実施形態では、図６に示すように、
連結部４４におけるＬ字部材４４２を垂直部４４１に沿わせてボルトおよびナットによっ
て固定するとともに、Ｌ字部材４４２の水平面に前記横架材３の端部をボルトおよびナッ
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トによって固定する。このとき、Ｌ字部材４４２に設けられた長孔４４３によって長さや
高さを微調整しながら固定することができる。
【００４２】
　横架材支持具設置工程は、複数の前記横架材支持具５，５・・・を前記横架材３と前記
屋根１０１との間に所定間隔を隔てて設置する工程である。図９に示すように、一対の挟
持脚部材５１，５１の上端部５１３同士を締結部材により締め付けるとともに、水平板部
５１１の端面間に挟持させる。このとき、ハゼ部１０４および屋根１０１が傾斜している
場合は、図２に示すように、角度調整板５３を用いて支持柱５２が垂直方向に沿うように
角度の調整を行う。また、支持柱５２の下端を角度調整板５３の挿通孔５３３に挿通させ
るとともに、上端を横架材３の挿通孔に挿通させ、所定の高さにおいてナットによって挟
持することで前記横架材支持具５を前記横架材３に固定する。
【００４３】
　架台本体設置工程は、前記横架材３の上に前記架台本体２を設置する工程である。本実
施形態では、横架材３を設置後に、ベース材２１を固定し、その上に予め組み立てられた
支柱材２２、傾斜材２３および補強材２４を固定することで設置される。なお、架台本体
２は、各部材を屋根１０１の上で組み立ててもよく、予め組み立てられた状態のものを前
記横架材３に設置するようにしてもよい。
【００４４】
　つぎに、本実施形態の無落雪屋根用太陽光パネル架台１の各構成における作用について
説明する。
【００４５】
　横架材固定具４は、図６に示すように、破風１０３に固定されることによって、屋根１
０１やパラペット１０２の上端部にはビス留めの穴が設けられていない。また、破風１０
３では、建物１００との間においていわゆる縁が切れているため、浸入した雨水が下に流
れ落ちる。そのため、雨水が建物１００内に浸入することはない。
【００４６】
　また、横架材固定具４では、下方から視認できる部分は、固定部４１や屈曲部４２等の
一部分であり、破風１０３やパラペット１０２の角部に沿って形成されているため、建物
１００との一体感がある印象を与える。また、水平部４３を設けて連結部４４を屋根１０
１側に配置したことにより、建物１００外から見上げた場合に架台本体２や太陽光パネル
２０は視認しづらい。よって、建物１００の外観上のデザイン性を損なうことなく、無落
雪屋根１０に太陽光パネル２０を設置することができる。
【００４７】
　架台本体２や横架材３等による垂直方向の荷重は、横架材固定具４の水平部４３や横架
材支持具５によって支持される。また、風を受ける等して生じた水平方向の引張力に対し
ては、横架材固定具４の固定部４１によって支持される。よって、架台本体２や横架材３
等に生じる垂直方向および水平方向の力に対して安定性を確保することができる。
【００４８】
　また、屈曲部４２によってパラペット１０２の角部との接触を避けているとともに、水
平部４３とパラペット１０３との間に緩衝材６を配置しているため、前記パラペット１０
３への荷重負担も軽減されている。
【００４９】
　また、横架材支持具５では、一対の挟持脚部材５１，５１の水平板部５１１の端面同士
によって屋根１０１のハゼ部１０４を挟持して強く固定することができるため、外れるこ
とがない。また、角度調整板５３によって角度を調整したり、挟持脚部材５１の水平板部
５１１と傾斜部５１２との屈曲角度を適宜設計することにより、前記水平板部５１１の下
面が屋根１０１と略平行となって面接触するため、横架材３や架台本体２等の荷重を面で
受けることができ、安定性が更に増す。
【００５０】
　以上のような本実施形態の無落雪屋根用太陽光パネル架台１によれば、以下の効果を得
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ることができる。
１．横架材固定具４は、建物１００の外側に突出する部分が少なく、横架材３との連結部
分が屋根１０１側に配置させているため、建物１００外からは架台本体２や太陽光パネル
２０が視認しづらく、建物１００本来のデザインを阻害することなく、すっきりとしたデ
ザインにすることができる。
２．屋根１０１やパラペット１０２の上端部にビス留めの穴孔が無いため雨漏りの心配が
無い。
３．荷重による垂直方向の力や風等による引張力に対して適宜負担を分散しているため、
強固に固定可能であるとともに、屋根１０１やパラペット１０２等の破損を防止すること
ができる。
４．横架材支持具５では、屋根１０１のハゼ部１０４を挟持して固定するため、強固な固
定が可能であるとともに、締結部材を緩めることによって取り外しも容易に行うことがで
きる。
【００５１】
　なお、本考案に係る無落雪屋根用太陽光パネル架台は、前述した実施形態に限定される
ものではなく、適宜変更することができる。
【００５２】
　例えば、架台本体２を支持する横架材の本数は、１本でものよく、３本以上であっても
よい。
【符号の説明】
【００５３】
　１　無落雪屋根用太陽光パネル架台
　２　架台本体
　３　横架材
　４　横架材固定具
　５　横架材支持具
　６　緩衝材
　１０　無落雪屋根
　２０　太陽光パネル
　２１　ベース材
　２２　支柱材
　２３　傾斜材
　２４　補強材
　４１　固定部
　４２　屈曲部
　４３　水平部
　４４　連結部
　４５　下孔
　５１　挟持脚部材
　５２　支持柱
　５３　角度調整板
　１００　建物
　１０１　屋根
　１０２　パラペット
　１０３　破風
　１０４　ハゼ部
　４４１　垂直部
　４４２　Ｌ字部材
　４４３　長孔
　５１１　水平板部
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　５１２　傾斜部
　５１３　上端部
　５３１　連通孔
　５３２　円弧状連通孔
　５３３　挿通孔
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